
資料１－１ 

 

那珂川市立地適正化計画 アンケート調査の実施について 
 

（１）調査目的 

 那珂川市立地適正化計画策定にあたり「コンパクトなまちづくり」に向けた住民意向把握を
行うため、アンケート調査を実施するもの。 
 

（２）調査概要 

区 分 内容 

対象者 
居住地：那珂川市全域 

年 齢：満 18歳以上 

配布方法・ 

配布数 

配布・回収方法：郵送 

配布枚数：2,700 人（無作為抽出） 

※小学校区ごとのクロス集計を行うため、各地域最低 100 サンプルの確保を

想定し配布数を決定。 

安徳 ：300 人 

安徳北：500 人 

安徳南：400 人 

岩戸 ：300 人 

岩戸北：500 人 

片縄 ：400 人 

南畑 ：300 人 

合計 ：2,700 人 

配布時期：平成 30年 10 月 18 日（木） 

回収期間：～平成 30 年 11 月 2日（金） （配布から 2週間程度） 

回収数：955 サンプル（回収率 35.4％） 

調査概要と目的 

■案内文 

・アンケート調査の目的、方法 

・那珂川市の現状・課題、将来目指す都市構造（コンパクトなまちづくり）

の概要説明 

 

■属性の把握（1.あなたご自身について） 

問 1 回答者の性別 

問 2 回答者の年齢 

問 3 回答者の居住地（小学校区） 

⇒ クロス集計による属性毎の分析 

 

■2.お住まいの地域の環境について 

問 4 地域の改善点 

⇒ 地域毎の課題を把握する 

問 5 住み替え予定の有無 

問 6 住み替え予定の場所 

問 7 住み替えの際に重視する点 

⇒ 居住誘導区域、居住誘導施策の検討材料として整理 
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区 分 内容 

■3.身近な施設の利用状況について 

問 8 普段利用する食料品、飲料などの買い物に利用する店舗 

問 9 衣料品、家具・家電や趣味品などの買い物に利用する店舗 

問 10 病院や診療所 

問 11 保育所・幼稚園 

問 12 通所型の福祉施設（高齢者福祉施設、障がい者福祉施設） 

これらの施設の場所、交通手段、アクセス利便性 

⇒ 地域毎に分析を行い、都市機能施設の適正な配置検討や都市構造の検討

材料として整理 

 

■4.コンパクトなまちづくりに向けて 

問 13 人口減少・少子高齢化による影響 

問 14 那珂川市のまちづくりの方向性 

 ⇒ コンパクトなまちづくりの必要性の確認 

問 15 徒歩圏 

⇒ 市民の徒歩圏感覚を把握、必要に応じて独自の徒歩圏を設定 

問 16 拠点周辺に必要な施設 

問 17 郊外の住宅地に必要な施設 

⇒ 誘導施設の検討材料として整理 

問 18 市街地の魅力を高めるために充実すべきこと 

 ⇒ 住民のまちづくりに対するニーズの把握 

問 19 自家用車を使用しない場合に住みたい地域 

⇒ コンパクトなまちづくりの必要性の確認 

問 20 住み替えに向けた支援制度 

⇒ 誘導施策の検討材料として整理 

 

■5.自由意見 

問 21 コンパクトなまちづくりに関する意見 

 

 

 


